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	琉球大学医学部附属病院もしくは那覇医師会生活習慣病検診センターで婦人科細胞診検査を受けられた方へ
	臨床研究参加へのご協力お願い
	研究課題名
	閉経期女性における子宮頸部細胞の成熟度とその要因に関するケースコントロール研究
	本研究は閉経女性において高い成熟度示す子宮頸部細胞像の背景にどのような病変や内分泌環境があるのか明らかにするものです。

